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【4 新角型構詈自
＇

形鋼（角形鋼）と一般軽量形鋼(C形旬と盃益五冒9胃’’:
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●断面二次モーメント(cm4)
Jx 

記号 三 100 90 45 

KH 0.6 28.14 21.93 4.662 

SKH 0.8 36.33 28.27 5.980 

LGB 1.0 44.01, 34.20 7.201 

●断面積(cm2)

記号 三 100 90 45 

KH 0.6 1.958 1.838 1.298 

SKH 0.8 2.565 2.405 1.685 

LGB 1.0 3.153 2.953 2.053 

●断面二次半径(cm)
ix 

記号 三 100 90 45 

KH 0.6 3.791 3.454 1.895 

SKH 0.8 3.763 3.429 1.884 

LGB 1.0 3.736 3.403 1.873 

●断面係数(cm3)

(HxBxt) 
(8=45) 

記号 三 100 90 45 

KH 0.6 5.628 4.873 2.072 

SKH 0.8 7.266 6.282 2.658 

LGB 1.0 8.802 7.600 3.200 

Jy 

記号 三 100 90 45 

KH 0.6 7.171 6.574 3.691 

SKH 0.8 9.409 8.619 4.789 

LGB 1.0 11.58 10.60 5.825 

iy 

広島大学工学部 藤谷構造力学研究室

記号 I� 100 90 45 

KH 0.6 1.914 1.891 1.686 

SKH 0.8 1.915 1.893 1.686 

LGB 1.0 1.916 1.895 1.684 

●単位重量(kg/m)

記号 三 100 90 45 

KH 0.6 1.539 1.445 1.020 

SKH 0.8 2.016 1.890 1.324 

LGB 1.0 2.478 2.321 1.614 

スプリングバックの問題 ●1図
ロ ー ル成形製品に於いて常に問題となるの

がスプリングバックの問題です。特にコ型成 スプリング

形品に於いて切断した時の切口の寸法が異な
バ汐発生

ロ
る事が問題であります。右1園の如く1本の

｀欲製品の、両端の切断ヵ所 AとBに於いてス 切口

プリングバックにより寸法が異なって来ま LJ 
スプリング
バック発生

す。これは中ほどを切断しても、切口の断面
はA=D, B=Cの様になり、これが色々の ●2図
問題を起こす原因となります。これを胴縁と
して使用する場合、右図の2図の如く胴縁が
切断ヵ所に於いて、平行に行かなくなります。
新角型構造用形鋼（角形鋼）の場合は3図の

r} 如く、完全に平行に設定できます。 ●3図

, i 

2}胴縁として使用する場合、目違いの問題
はどうか

一般軽量形鋼の如くスプリングバックが有
る場合、外壁材の貼上げ時に於いて目違いが
目立ち易くなります。この目違いは波板の様
にボロ隠しが出来る外壁材なら別であります
が、サイディングやA.LC板の如く、年巌の
場合は特に目立ち易くなります。これを防ぐ
方法は新角型構造用形鋼の如く、全くスプリ
ングバックが無く常に平行を保つ事が出来る
角形鋼しか解決の方法は有りません。

外壁材のビス止め時に於いてスプリン
グバックの有る下地材の密着度は問題
にならないか

強風等の風圧により隙間風が入り易い外壁
材に於いて下地材に対する密着度は大変大切
であります。これは将来外壁にガタが来るか
否かの大きな原因の1つと考えられます。ス
プリングバックの有る場合の一般軽量形鋼は
6図の如く隙間が出来、どうしても下地に対
する密着度は不安定になります。この点全く
スプリングバックの無い新角型構造用形鋼
は、胴縁に対する密着度は完全で隙間の入る
余地は有りません。

目違いが
� 生じない

目違いが
←生じる

ガタが来易い

ガタは来ない

゜ ゜



(l)かしめの位置による比較

● 1図、2図のA方向に圧力が加わると、 1図
Aの方向に対する圧力に対しては、 はずれな
いが、 2図A方向の場合3図のように大変は
ずれやすい。内装材としては良いかもしれな
いが、 外装材としては無理がある。（特に衝
撃に弱い。）

1図、 2図のB方向に圧力が加わると1図B
の方向に対する圧力に対しては、 はずれ防止
機構によりはずれない。 しかしながら、 2図
Bの方はやはり3図のようにはずれ易い。

4図のようにかしめ部分に穴あけ加工がし
たものが出まわっているようであるが、 この
場合かしめ部分が切断され、 全体の強さのバ
ランスがくずれる。 平均的な強度がある場合
は、 5図のようにゆるやかにたわむのである
が、1ヶ所弱いところがあると6図のように
くの字型に折れ曲がり大変危険である。（と
くに地震の場合等）よってかしめ部分の切断
は、 出来るだけさけた方が良い。 コ ー ナ ーか
しめの場合はこのようなことがない。

●1図 導 A

會A

●4図
カシメ部分

●3図

穴
部
分

●2図
畢A

＾ 
A 

●5図 ●6図

(2)フレ止メ支持が4点支持か又は2点支持か

4図のように穴あけ加工がしてあるものがあるが、 両側の穴部分の内の一方の側の穴部分は
チャンネルの支持部分がない。 8図のようにがたがたである。 よって、 片面支持しかされてい
ない。弊社製スタッドの場合、7図のように両面支持となっており (4点支持）この点で全く違う
製品であり(2点支持）、弊社製の4点支持（両面） とは似て非なるものである。

(1)風圧カ一たわみ制限
L 

※たわみ制限については、 許容たわみ度が より算出した。
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●SKH-1 OONF(l 00X45X0.8)
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●KH-1 OONF(l 00X45X0.6)
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外壁下地材の長さL (m) 
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6 The Hashira System外壁下地材の長さと風圧力の関係のグラフ 6 The Hashira System外壁下地材の長さと風圧力の関係のグラフ
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(2)風圧カ一応力制限
※応力制限については鋼材の短期許容応力度2.4X10'kg／而より算出した。
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JIS　A　6517　日本産業規格認証取得工場　TC0616001

■東京営業所
〒104-0031　東京都中央区京橋3-3-14京橋AKﾋﾞﾙ6F　TEL03-6281ｰ9170(代)FAX03-6281-9171

■千葉流通センター
〒299-0107　千葉県市原市姉崎海岸38　　TEL0436-60-7661(代)FAX0436-60-7672

槙原 琴美
スタンプ
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